戦国バレス
　
　
龍之介＃３２
　
　
　男が一人、廊下を走っている。足音をそれほど立てず、足裏を擦るように走っていく。
　襖を開く。三つある顔の、一つが男を見た。
　男が口を開く。落ち着いた、低い声で告げる。
「リーザスより、援軍が到着しておいでです」
　三つの顔が一斉に男を見る。
「な…なんと……！」
「本当に来おったか！」
「急いで出迎えねばっ！」
　３Ｇが立ち上がり、いそいそと部屋を出て行く。
　その背中を見送った後、男はもう一つの報告先へとまた走り出した。
　
「よ～～しっ！　やっと来たかっ！　さ～て、誰かな～？　かなみか？　レイラさんかな？ジュリア……は勘弁して欲しいが」
　男からの報告を受けたランスは、ニヤニヤしながら、待ちに待った援軍の下へと歩いていった。
　
　
　
「むかーーーっ！！　何でおまえなんだっ！」
　率いてきた兵を城外に残し、大広間にてランスと向かい合っているのは、リーザス王国黒の軍将軍、バレス・プロヴァンスだった。
「シィルっ！　ちゃんと「女の子希望」って書いたのかっ！？」
「はい……確かに書きましたけど……」
　バレスの顔を見て最初は喜んだシィルだったが、ランスに責められて少し困った顔をしている。
「実は、リーザス本国は現在軍備の再編中でして。すぐに動員をかけられるのが我が黒の軍のみでしたので、リア王女と相談してやむを得ず……」
「駄目。キャンセルだキャンセルっ！　レイラさんとチェンジ」
「そんなぁ……ランス様、せっかく来ていただいたのに……」
　言い捨てて立ち去ろうとするランスを、シィルが必死に止める。
「左様。ランス殿、今の織田家は急速に領地が増える一方、常に人手が足りないのが現状。しかも、リーザスのバレス将軍といえばこのＪＡＰＡＮにも聞こえる名将。頭を下げてでもお力をお借りしたいところじゃ」
　横に座る３Ｇも説得する。
「ランス殿、言い忘れておりましたが、我が黒の軍は代理です。本国で準備が整い次第、ご依頼されていたとおりの援軍を出すとのことですので」
「む～～～～～」
「ね、ランス様。そういうことらしいので……」
　渋るランスを、シィルが引き続き説得する。
（そこまでおなごがええのか……）
　３Ｇが呆れ顔になる頃、ようやくランスが仕方なさそうに言った。
「しょーがない。ちゃんとした援軍が来るまでのつなぎだからな」
「はっ。このバレス・プロヴァンス、並びに黒の軍、ご期待に添えるよう、全力を持ってあたらせていただきますっ！」
　バレスが頭を垂れる。こうして、リーザスの精鋭部隊である黒の軍は、織田家へと招かれた。
　
　
「全軍入城！　練兵場にて集合後、点呼」
　バレスの指揮の下、黒い甲冑を身につけた兵士達が隊列を乱すことなく歩を進める。
　城内からは、その明らかに自分達とは違う者を、期待の眼差しで見つめる者、どこまでやれるのかと値踏みするように見る者、鎧や剣を興味深そうに眺める者、様々な視線が全て彼らに注がれていた。
　その中を進んでいく。この戦国乱世に初めて招かれた異国の軍隊。しかも、或一人の男が手紙一つで動員したものである。
　
　一足先に練兵場に着いていたバレスは、各隊の隊長が自隊の点呼を取り、それを副将に報告する様子をじっと見ていた。
「バレス将軍、報告します。黒の軍千名、全員集合いたしました」
「うむ。御苦労」
　副将がその報告をまとめ、バレスに伝える。いつも通りの迅速さに小さく頷くと、練兵場全体を見渡せる低い櫓に登る。全員の耳目がバレスに集中する。
「皆、長い道のり御苦労だった。疲れもあろうから短めに済ますことにする。
　まず一つ。生きてリーザスに戻ること！　その上で、我らはこの織田家、そしてランス殿に全力を持って加勢する。知っている者も多かろうが、ランス殿は先のヘルマン軍による侵攻を受けた際、自らの危険を顧みずリーザスを解放された英雄である。今こそ、その恩に報いる時である！　全員、今の自分があるのはランス殿の活躍あってのことと胸に刻み、力の限り任にあたって欲しい。以上」
「はっ！」
　全員の声が重なり、青い空に上っていく。
　
　
　一人の男の登場により動き出した戦国の刻が、今、その速度を増した。
　
　

　
　
　兵士全員が去るのを見届けた後、バレスは３Ｇに案内され、自分にあてがわれた部屋へと向かった。
「ここでございます。狭かったり、何か不便があれば何なりとお申し付け下され」
　３Ｇが襖を開ける。
「いやいや、一人ではむしろ広すぎるくらいです。勿体ないほどの部屋ですな。ありがたく使わせていただきます」
　城内でも上質の客間であろう部屋を見て、バレスは偽りのない言葉を返した。
「そう言っていただけて何よりです。それでは、暫くはゆっくりと長旅の疲れを癒して下され。何か御用があれば、廊下に出て人を呼べば小間使いが参りますので、その者にお申し付け下さい」
「ありがとうございます」
　お互いに一礼をかわし、３Ｇは襖を閉め、部屋を後にした。
　
（さすがに……疲れたの）
　一人になって気が緩むと、すぐに疲れがのしかかってきた。織田領内に入ってからはだいぶ楽になったが、それまでは気の抜けない行軍が続いた。その間に溜まったものが出ているのだろう。
（お言葉に甘えて、少し休ませてもらうか……）
　壁に身を預けると、バレスはゆっくりと目を閉じた。
　
　
　リーザス軍としてはもとより、大陸の軍勢としても初めて天満橋を渡った黒の軍千名は、渡橋直後に進軍を停止し、そこの領主である島津家へと使者を介し書状を送った。織田家に招かれたこと、攻撃の意志はないことを伝え、道中の安全を確保することがその目的だった。
　
「織田家にリーザス一の精鋭部隊の援軍か……さてどうする？」
　丁度モロッコを訪れていた当主のヨシヒサに、その書状は届けられた。
「う～ん、千名か。島津全軍を挙げてかかれば楽勝だけど……」
　ヨシヒサに同行していたイエヒサが書状を読みながら呟く。言葉とは裏腹に、そんなことはまったく考えていないといった口ぶりだ。
「しかし、織田にそんな強力な部隊が入れば少し厄介だぞ」
「当分は大丈夫だと思うよ。このアフリカと織田家の領地の間には毛利もいるし、その毛利とも戦端は開いてない。攻めてくるにしてもずっと先だよ。……それに」
　書状をヨシヒサに返しながらそう言うと、イエヒサは懐から小さな紙を取り出した。
「その援軍を偵察に行った忍者からの報告。橋のたもとに展開した軍勢の一番後方、うまに乗った兵士がいるって。たぶん伝令だね。うちが攻撃したら真っ先に本国に報告する役目だよ」
「成る程な。で、リーザス軍が全力を挙げて攻めてくる……か」
「そういうこと。それはやっぱり得策じゃないと思うなぁ」
　ヨシヒサがタハコを加え、火を点ける。
「分かった。領内に伝令を走らせよう。彼らに手出しは禁止、ただの旅人として接するように、と。それでいいな？」
「ＯＫ」
　イエヒサが頷く。
「それにしても、このＪＡＰＡＮにさえ聞こえるリーザスの名将バレスを援軍として呼べる織田の異人……どんなやつか見てみたいもんだな」
「僕はちょっとごめんかな。会うとしたらたぶん戦場で、だろうし」
「ふふ……確かにな」
　
　島津からの返答は即刻黒の軍へ届けられ、バレスは再び進軍命令を出した。
「もしかしたら……と警戒もしましたが、大丈夫でほっとしました」
　副将が安堵の表情を浮かべる。
「確かに……だが、後方の警戒を怠るな。伝令用のうまをやられたらリーザスにもランス殿にも連絡が行かないまま道中で果てることになるやも知れん」
「はっ。後方の者にそう伝えます」
　バレスの横を離れ、後方に走っていく。
（まずは一安心か……この先も上手くいくといいが……）
　ゆっくりと歩きながら、バレスは、街道とその更に先をじっと眺めていた。
　
　
　数日後、黒の軍が再び進軍を止めたのは、カイロと戦艦長門の境、下関だった。島津に宛てたものと同じ書状を毛利にも出し、その返答を待つ。
　前回はたまたま当主が近くにいたが、毛利家の当主、毛利元就は赤ヘルにある居城におり、片道で数時間かかるその道を使者が往復する間、バレス達は野営を余儀なくされた。
　
　赤ヘル、郡山城。
「で、どうする？」
　元就と三姉妹で書状を回し読みした後、最初に口を開いたのはきくだった。
「強い部隊が織田に入るのはちょっと嫌かも～」
　ちぬが素直な感想を口にする。
「島津は静観して通したんだな？」
　しばらく黙っていたてるがきくに確認する。
「ああ。旅人として接するようにという伝令が徹底されていたみたいだな」
「ふむ……」
　てるが腕組みをする。元就は三姉妹の話し合いをただ見ているだけだった。
「島津の末弟イエヒサは頭が切れる。島津家としての方針を決める際は必ず意見を聞くはずだ。その者が黙って通した方がいいと判断したならば、毛利もそれに倣う」
　きくとちぬが長女の言葉に頷く。
「元就、それでいいか？　もし元就が「攻める」と言えば私らは全力を持って戦うが」
　てるが最後の確認に父親の方を向く。
「いや、おまえ達が話し合って決めたのならばそれでいい。なぁに、強力な軍勢が入った方が面白く戦えそうだしのぉ」
　元就が笑う。
「決まりだな。……黙って通すようにと伝えろ。それと、リーザスの軍勢にも返答を」
　人を呼び、指示を出す。
（織田か……このままの勢いだと、いずれやり合うことになりそうだな……）
　使者の背中を見送りながら、てるは人知れず小さく笑みを浮かべた。
　
　黒の軍は毛利からの返答を受け、再び行軍を開始した。
　戦艦長門から赤ヘル、中っ国を通り、姫路に向かう。
「ずいぶん荒れておるな」
　中っ国と姫路の間にはまだ先の戦の跡が生々しく残っていた。踏み荒らされた畑、半壊したままの陣地、打ち捨てられた鎧。それらが、このＪＡＰＡＮが戦乱の真っ只中であることを告げている。リーザスも、バレス自身も久しく経験していない長きにわたる戦争状態。そこに足を踏み入れるのだと、バレスは今一度気を引き締めた。
　
　
　風丸はその書状を二度三度と読み返した。結論は読む前から出ている。それでも、容易にそれを口に出せなかった。
「風丸様、御決断を」
　朝比奈百万が促す。彼もまた、結論を知っている。そして、それをなかなか口に出せない理由も。
「交戦状態の敵への援軍を黙って通すしか……それしかないのか」
　風丸が苦渋の表情で呟く。現在、明石家は毛利からの圧力で織田に宣戦布告を行ったばかりだった。だが、先の戦で兵力の大半を失い、その織田家に向かうという援軍を退ける力すらなかった。
「仕方ありませぬ」
　阿部平三も苦々しい顔をしている。
　風丸はうつむき、目を閉じた。
「黙認する」
　その一言を、絞り出すように言った。
　
　そうしてリーザス黒の軍は姫路を抜けて織田領に入り、連絡を受けて待っていた織田家の者の先導で尾張まで案内された。
　
　

　
　
　一時間ほど身体を休めたバレスは、一つ息をついて立ち上がり、廊下に出た。
「誰か」
　３Ｇに言われたとおり、人を呼んでみる。すぐに廊下を走る足音が聞こえ、小間使いであろう少年がバレスの横に跪いた。
「お呼びでしょうか」
「うむ。３Ｇ殿はどちらにおいでか？　少し話をしたいのだが」
「お呼びいたしましょうか？」
　少年が立ち上がる。
「いや、こちらから伺うとしよう」
「承知いたしました。ご案内します」
　少し腰を低くさせながら、先を進んでいく。その後について角を３回ほど曲がったところで、少年は歩を止めた。
「こちらにございます」
「ありがとう。助かった」
　バレスの言葉に黙礼で応えると、部屋の中に声をかける。
「３Ｇ様、バレス様がお見えです」
「お通ししろ」
　襖を滑らせる。
「それでは、失礼いたします」
　小間使いの少年は再び跪ひざまづいて一礼すると、来た道を戻っていった。
「お邪魔します。突然で申し訳ない」
「いえいえ、呼んでいただければこちらから出向きましたのに」
　恐縮した態度を見せる３Ｇに、
「いや、それには及びません。こちらの勝手な用事ですので」
　そう応えて、机を挟んで向き合うように座る。
「して、用事とは？」
「ええ、現在の織田家の状況を伺いに」
「そうでしたか、それではご説明しましょう」
　３Ｇが立ち上がり、地図を取り出して机の上に広げる。
「現在の織田の領地は、この赤で囲ってある地域です。具体的には、この尾張、まむし油田、京、伊勢、大和、なにわ、蜜柑、テキサス、の八カ国です。今敵対している勢力は、バレス殿の通ってきた姫路の明石家、そしてＭＡＺＯと佐渡を領する上杉家です」
　交戦中の敵国には、×印が点けられている。
「成る程。姫路の状況は通った際に大体掴みましたが、上杉とはどういった状況です？」
　バレスは視線を北陸に移す。
「上杉軍は女性中心ながら、当主謙信の無類の強さ、参謀直江の軍略もあってＪＡＰＡＮでも有数の強さを誇っています。我が織田家もかなり苦戦しておりまして、ＭＡＺＯに半分ほど侵攻したまま、一進一退……といったところです」
　３Ｇの言うとおり、地図ではＭＡＺＯを二分するように赤線が引いてある。
「非交戦国の状況もお聞かせ願えますか？」
「はい。京の西、丹波を治めているのは種子島家。武家というよりは鉄砲鍛冶の国ですな。織田家との関係は良好でして、ランス殿も鉄砲隊を一隊、雇い入れております。全員女性ではありますが」
「鉄砲？」
　バレスが不思議な顔をする。
「何でも火薬という火を点けると爆発する不思議な粉を使って、鉄の玉を矢よりも早く撃ち出す物でして……」
「ああ、似たものならばリーザスでも配備を検討しているところです。して、保有量は何丁ほどです？」
　マリアとその弟子が一丁一丁、丁寧に作っているチューリップを想像しながら尋ねる。
「織田家の保有量は五百です」
「な、何と！？　あのような大砲を五百とは……」
「いやいや、バレス殿、大砲というほど大きい物ではなく……確か一丁見本でもらった物が……」
　そう言うと、３Ｇは戸棚を開けて、中から木と鉄を組み合わせて作られた鉄砲を取り出した。
「火薬と玉は入っておりませんので、ご安心を」
　それをバレスに差し出す。
「ほお、こういった物でしたか。それでも五百丁は凄い」
「丹波近隣の国でしたらどこもそれなりの数は持っております。勿論、本家の種子島が一番でして、三千丁は下らないかと」
「ふむ……敵対はしないに限りますな」
　大量の鉄砲は魅力だが、自軍の損害が甚大になるだろう。
「次ですが、尾張の東、三河は徳川家の領地です。ここは攻めてくる心配はありません。お互いに静観、という態度ですな」
　バレスが頷き、次を促す。
「その北、まむし油田の東になりますが、信濃とその東、貝を治めているのが武田です。現段階では何の接触もありませんが、これは武田が上杉、北条と交戦状態にありこちらに手が回らないだけのことです。均衡が崩れれば織田と敵対する可能性は十分あります」
「厄介な相手なのですか？」
　３Ｇの口調に、出来うるならば避けたいという意志を感じる。
「そりゃあもう、軍勢としての強さはＪＡＰＡＮ最強と言っても過言ではありますまい。てばさきと呼ばれる生き物に乗った騎馬軍団の突撃を受ければひとたまりもありません」
「ですが、今のところは心配ない……と」
「左様」
　バレスはそれから少しの間、腕を組んで地図を睨んでいた。
「状況はよく分かりました。ありがとうございます」
　礼を言い、バレスが立ち上がる。
「いえ、これくらいならばお安い御用」
　３Ｇも腰を上げる。
「では、失礼いたします。また、何かあったら尋ねるやも知れません」
「儂の答えられることでしたら何なりと」
　挨拶を交わし、辞去する。
　
　そして、自室に戻ったバレスを待っていたのは、思いもよらない命令だった。
　
　

　
　
　時をさかのぼること数時間。
「ランス様、バレスさんが来てくださって助かりますね」
「う～ん」
　ランスは不機嫌だった。元来めんどくさいことが嫌いな上に、上杉家との戦が上手く進んでいなかったせいだ。そして、女の子を希望し、首を長くして待っていた援軍がバレスだったせいで、完全にやる気を失っていた。
「バレスさん、軍隊を指揮するのに長けてらっしゃいますし」
「う～ん」
　戦はめんどくさい。女の子に囲まれてウハウハしたい。でも指揮を執らないと上杉に攻め込まれる。めんどくさい。めんどくさい。誰か代わってくれないかなぁ。
「そうだっ！」
「きゃっ！」
　いきなり叫んだランスにシィルが驚く。
「鈴女。じいさんに命令」
「はいでござる」
　天井裏から降りてきた鈴女に思いついたことを伝える。それを横で聞いていたシィルは更に驚いた顔をした。
「伝えてくるでござる～」
　鈴女が部屋を後にする。
「よ～し、シィル、屋敷に戻るぞ～」
　続けざまにやってきた驚きからまだ立ち直れないシィルを置いて、ランスはそそくさと屋敷に戻っていった。
　
　
「バレス殿、待ってたでござる」
「ん？　そなたは……」
「鈴女でござる。ランスからの命令を伝えに来たでござる」
「聞かせていただこう」
　早速北陸に兵を引き連れて向かえと言われるのか、それとも姫路か、と身構えるバレスに出された命令は、
　当分の間織田家全軍の指揮を任せる。
　上杉家を攻め、指揮権を戻す際には目をつむっても勝てる程度に弱体化させること。
　ランスの屋敷を一時的なハーレムにするため、女性武将、及び女性兵はランス屋敷に集め、その間は勿論戦闘に招集しないこと。
　という内容だった。
「バレス・プロヴァンス、確かに承知いたしました、そうお伝え願えるか」
「了解。では、頑張るでござるよ～」
　鈴女が風のように去っていく。
（やれやれ……大変なことになったな）
　バレスは息つく間もなく、次の行軍の準備に入った。
　
　
「ほんっと～に、すみませぬ！」
　出発の日、３Ｇはひたすら謝っていた。
「ランス殿の破廉恥＆勝手な命令で……」
「いえ、これは儂と黒の軍に対するランス殿の信頼の証。それに、疲れの溜まっている武将や兵を休ませる意味もあるのでしょう。大丈夫です、３Ｇ殿。必ずや吉報をお届けいたします」
　城門をくぐる。そこには黒の軍千名が既に整列して大将を待っていた。
「それでは、行って参ります」
　振り向き、３Ｇを初めとする文官らに一礼する。
　そして、配下の兵に向き直る。眼帯に覆われていない目が鋭さを増す。戦場いくさばに向かう武人の目だ。
「皆の者！　ゆくぞっ！」
「おおっ！！」
　漆黒のマントが、風にはためいた。
　
　
　　　　　　　　　　＊
　
　
　霜月。北陸にはもう冬の風が吹いている。
　空が重い。
「降ってきそうですな」
　黙って遠くを見ていた柴田勝家に、丹羽長秀が声をかける。
「ええ」
　普段は豪気に笑う勝家だが、曇天のせいか、または別の理由からか、幾分元気がない。
「援軍は今日の予定でしたかな」
「そう聞いております」
　短いやり取り。
「城内も寂しくなりました。早く援軍が到着しないと……」
　長秀が呟く。対上杉の主力であった乱丸、五十六、公家姉妹は数日前に尾張への引き揚げ命令が出されている。現状、戦闘可能な部隊は柴田勝家隊、丹羽長秀隊のみだった。帯同している前田利家、明智光秀両隊は先の戦での被害が大きく、欠員補充中であった。
　幸いなことに主力が引き揚げてからは上杉軍の攻撃はなく、援軍到着予定の今日まで更に兵を失うことはなかった。
　鼠色の空と大地の交わる境目に、黒っぽい集団が見える。やがて見えてきたのは、黄色地に赤で織田木瓜の家紋が画かれた旗指物。
「おおっ！　ようやくの到着ですな」
　僅かだが、二人の顔が喜色を帯びる。
「出迎えるとしましょうぞ」
　長秀が先に、勝家もそれに続く。
　
「ようこそ。お待ち申し上げておりました。この金沢城を預かる城将の柴田勝家です」
「リーザスより織田家へ招かれました、バレス・プロヴァンス以下、リーザス黒の軍千名です。微力ながら、精一杯努めさせていただきます」
　勝家が差しだした手を、バレスは堅く握った。
　
　
　ランスの代わりにバレスが指揮を執るという話は既に連絡してあったらしく、下々の兵に至るまで知っていた。おかげでバレスは特別に何もせず、簡単な挨拶を済ませただけで総大将という位置に落ち着いた。リーザス本国での役職とそう大差ないので荷が重いということはなかったが、外部から招かれた、ただの援軍が着くべき立場ではないことは、重々承知していた。
（その期待に……必ずや！）
　バレスを初めとする黒の軍全員、そのことが徐々に重圧に変わっていることに気付いていない。そして、その肩の荷が次第に重さを増してくる頃、もたらされた報告。
「報告しますっ！　上杉軍、この金沢城を目指し進軍中。上杉謙信隊を先頭に、数千七百。本城到達はおよそ２時間後。以上です」
　伝令が駆けめぐり、城内が戦闘準備をする喧噪で満ちる。
「バレス殿！」
　勝家が甲冑を身にまといながら、指示を仰ぐ。
「迎え撃ちます。野戦準備っ！　用意の出来た者から城外に集合！」
　叫びながら、自身もマントと甲冑をまとい、剣を腰に差す。
（負けんぞっ！）
　唇を、血が出そうなほど強く噛みしめた。
　
　
「斥候より報告。会敵までおよそ三十分」
「よし、この辺でいいですな」
　バレスが自分の横をゆく勝家に確認する。
「そうですな。地形も開けておりますし」
　勝家の言葉に頷く。
「全軍停止！　布陣するっ！」
　右手には林、左手には大陸を遙か彼方に臨む断崖。冬の北陸らしく、風はその断崖の方向から冷気を孕んで吹き付けてくる。
　その場所に、柴田勝家隊七百が横に長く広がるように布陣。その後方に丹羽長秀の弓隊三百、黒の軍は五百ずつ二隊に分け、勝家隊の両翼斜め前にそれぞれ布陣した。左翼側をバレス、右翼側を副将がそれぞれ指揮を執る。
「上杉軍、来ます！」
　斥候を務めていた滝川一益が織田の陣地に戻り、最後の報告をする。言葉通り、一益の来た方向から、土煙を上げながら駆けてくる軍勢が見える。毘沙門天の旗印、軍神の加護を受けているといわれる上杉軍だった。
「総員、気を抜くな！」
　臨戦態勢を整えながら、道中勝家から聞いた上杉軍の戦術を確認する。
（基本は謙信隊による突撃。これを補助する形で、他の各隊が動く……か。戦術としては単純ながら、その謙信隊の攻撃力と、優秀な軍師の補助により無類の強さを発揮する）
　今の布陣は、謙信隊を勝家隊で防ぎ、その足が止まったところを黒の軍が左右から包囲する、それを狙ったものである。
　
「報告！　謙信隊、弓兵の射程距離に入ります」
「射かけよ！　勝家隊に当たるまでに少しでも数を減らすのだ！」
　長秀の号令で弓兵が一斉に矢を射る。大きく弧を描いた矢が、勝家隊の上を流れていく。
　
　軍師直江愛は今回は部隊を率いず、謙信に帯同し同隊の指揮を執っている。その目が空中の矢を見る。
「風上に向かって移動！」
　謙信隊は愛の言葉で即座に進路を変える。風上に切り上がるように方向を変えると、風に流された矢は誰に当たることなく地面に刺さった。
　
「くそっ。第二射急げ！　風に流されるのを計算に入れろ！」
　丹羽長秀隊もよく訓練された弓兵である。先程より左を狙って、射る。
　
「今度は風下へ！　ギリギリで当たるかも知れない。右側の者、抜刀！　矢をなぎ払え！」
　愛が瞬時に判断を下し、兵達もそれに完璧に応える。日頃から鍛えられた練度の高さが伺える。
「後方の弓兵に伝達！　射程に入り次第攻撃開始。柴田隊の後方を狙え！　そうすれば自軍に当たることはない。射方いかたは扇状一斉射。横方向の逃げ道を作らせるな！」
　愛の指示を受けた伝令が、謙信隊七百の後方、五百ずつ二隊に分かれた弓隊に向かって駆けていく。
（あの柴田隊の両翼の部隊……橋向こうの者か？　不確定要素が増えた。注意して当たらないと）
　
　刀のぶつかりあう音、怒声、地響き。戦場の音が大きくなる。
「ぬぅっ！」
　謙信隊が柴田勝家の足軽隊と交戦状態に入る。兵数は同じながらも、個人戦闘能力はＪＡＰＡＮ一と言われる謙信と、彼女に鍛えられた精鋭軍相手では分が悪い。
「今だ！　包囲！」
　左右に展開した黒の軍が同時に謙信体側面を襲う。しかし、
　
「てぇっ！」
　射程距離に入った上杉軍弓隊の攻撃が始まる。一発撃つのに時間がかかるものの、矢の軌道を低くしても敵まで届くように作られた独特の強弓による、一斉射撃である。風に流されにくく、また、矢の速度も速い。
　謙信隊との交戦に手一杯の勝家隊にはこれを避ける余裕はなく、前線の者と順次入れ替わる予定の後衛が次々と負傷していく。
「右の者、左の者！　それぞれ横から来る軍勢に対せよ！　橋向こうの者だからといって臆するな！　中身は我々と同じ人間だ！」
　愛の指示が飛び、謙信隊は陣形を変える。
（このまま何事もなければ……）
　
「第三射！……くそっ！」
　長秀が指示を出しかけて止め、憎々しげに空を見上げた。冬の北陸独特の強風は時折その強さを変えながら、依然として弱まる気配がない。この状態で包囲されている上杉軍を狙っても、その周りの自軍に被害が及ぶことは避けられない。
　また、動きやすさを考慮して足軽隊は背中に甲冑を付けておらず、もし誤射があれば致命傷になる。不慣れな風の中、そこに向かって矢を射ることは出来なかった。
　
「て、敵襲っ！」
　斥候を終え、周囲の偵察を行っていた一益が叫ぶ。
「な、何だとっ！」
　織田側から見て右手の林、そこから織田軍の後方へ飛び出してくる少数の軍勢。上杉軍の別働隊だった。
「上杉忍軍、柿崎景子、参る！」
　その数ざっと二百。風の如き速さで迫ってくる。
「伏兵かっ！　勝家殿へ伝令！　後衛の一部を対処に回すようにと」
　敵の動きにいち早く気付いたバレスが早うまを出す。
（厳しいな……）
　ただでさえ、弓矢による攻撃で戦力を削がれている勝家隊。そこから更に兵を回すとなれば、謙信隊に正面を突破されかねない。
「皆、謙信隊をここに釘付けにするぞ！　気張れっ！　リーザスの精鋭の力、ここに見せろっ！」
　唯一無事に作戦行動が可能な黒の軍がよりいっそうの奮戦を見せる。
　
　次々に襲いかかる槍を忍者隊は軽い身のこなしでかわしていく。
「右翼、前に出すぎだ！　陣形崩すな！」
　接近しての忍者刀で一太刀を浴びせては後方に退き、手裏剣で間合いを取る忍者隊に、勝家の指揮を離れた足軽隊は苦戦を強いられていた。
（本気で攻めてこない……兵力を分散させるためか！）
　バレスが戦局を見ながら唇を噛む。
（やられた……このままでは最悪の事態になる）
　意を決したように、顔を上げる。
「全軍退却！」
　
　
　法螺貝が鳴り響く。
「……致し方あるまい。弓隊、援護射撃！」
　陣をほどいて撤退を始めた前線に向かって、長秀隊が敵の足を止めるために矢を射かける。
「勝家殿、先に撤退を！　殿しんがりは一番損害の少ない我らが引き受けます！」
　謙信隊の左右を挟むような陣形から、撤退を始めた勝家隊の穴を埋めるように移動して一隊にまとまる。笠にきて攻めてくる敵の攻撃を受けながら、じりじりと後退を始める。「かたじけない。バレス殿、どうかご無事で！」
「お任せを！」
　総崩れに等しい自隊の状況を鑑かんがみ、負傷兵を引き連れて勝家隊は戦場を後にする。本当は殿に加わりたいが、それが出来ない悔しさがその顔に滲んでいる。
「勝家殿！　負傷兵はお任せします」
　長秀隊からも、数人の兵を預けられる。
「長秀殿もお気をつけて！　申し訳ない！」
　
　やがて、手持ちの矢を打ち尽くした長秀隊も撤退した。
　陽が、暮れかかっている。
「……よし！　林へ逃げ込め！」
　斜め後方に退いていた黒の軍が、陣をほどいて駆け出す。
　
「追え！　ここで織田に大打撃を与える！」
　本格的に逃げに入った織田軍を、謙信が率先して追う。
「負傷兵は後方の弓隊と一緒に帰還。戦える者は松明と矢を持て！　追撃に入る」
　
　日が落ちても、上杉軍の攻め手は緩まない。木の陰で息を休めるバレスの横に、火矢が飛んでくる。
「いたぞ！　あそこだ！」
　数人の上杉兵が駆けてくる。
「バレス将軍！」
　バレスとは違う木の陰に隠れていた者が飛び出し、上杉兵に斬りかかる。
　不意をつかれた追っ手はそちらを見た瞬間、深く斬りつけられ、その場に倒れた。
「ありがとう。助かった」
「お怪我は？」
　バレスが首を振る。兵達の表情が少しほころんだ。
　
　そうやって撤退を進めること一時間強。バレスは頬に水滴がつくのを感じた。
（……！）
　雨だった。凍えるように冷たい、雪のような雨。それは降り始めてすぐに強さを増し、やがて大雨に変わっていった。
（助かる。これで火矢は使えない）
　
「謙信、追撃はやめよ」
「うむ。雨では仕方ないな」
　愛が林の中に伝令を飛ばす。火矢も使えない暗闇の中では敵と味方の識別も難しい。まして、これ以上の深追いは織田の城にも近く、危険だった。
（織田め……天に助けられたな。次こそは！）
　謙信はそう固く誓うと、自軍の城へと戻っていった。
　
　
　雨でぬかるんだ地面が足腰の体力を奪っていく。鎧の隙間から入り込んだ雨は服を濡らし、疲れた身体をよりいっそう重くする。
　灯りも何もない。何とか夜闇に目も慣れてきたが、降り続く雨に視界が遮られる。
　バレスと共に歩いているのは、逃げている最中に出会った十数名の兵のみだった。他の者も、恐らくは自分達と同じ小さな集団で城を目指しているのだろうが、耳を澄ましても聞こえるのは雨のしずくが大地や木々に当たる音ばかりで、足音は聞こえない。
（もうそろそろのはずだが……）
　戦場へと向かっていった際の感覚からすると、さほど城から遠くない位置まで戻ってきているはずだった。合流して暫くは言葉を交わしていた兵も、疲れからかまったく口を開いていない。心身共に疲労は限界を迎えつつあった。
　そんな状態でも、バレスは背筋を伸ばし、凛とした姿勢を崩さない。これは先代の黒の将から教わったことだった。彼の人は、どんなに辛い行軍であろうとも、戦闘に負けた後でも、背筋を伸ばして歩いていた。その背中には、後ろについて歩いていけば大丈夫だと、何の根拠もなく信じられる、そんな雰囲気があった。直接言葉にして伝えられたことではなかったが、いつしかバレスもそうするようになっていた。
　じっと前方を見つめていた目が、雨の中にほんの小さな光点を見つけた。兵達からも小さな驚きの声が上がる。駆け出そうにも足がそれを許さない中、一歩ずつそこに向かって歩を進める。徐々に大きさを増していったそれは、雨よけの傘が付けられた、大きな篝火かがりびだった。そして、闇の中にぼんやりと姿を現す城郭。安堵感が体中を駆けめぐり、力が抜けて座り込みそうになる。
「やったぞっ！」
「金沢城だ！」
　若い兵士が我先にと駆けていく。先頭を歩いていたバレスだったが、結局城に入ったのは一番最後になった。城門で待っていた柴田勝家、丹羽長秀の二人に一礼する。
「バレス・プロヴァンス、ただいま戻りました」
　その夜、最後の帰還兵だった。
　
　明け方近くに一度雨は止んだが、昼頃から再び降り始めたときには雪に変わっていた。
「もう、冬に入ります。この地域は雪が多い。雪慣れした上杉軍といえども、本格的に降り始めれば軍事行動は起こせません。しばらく、互いに戦は無理ですな」
　火鉢の上で手をさすりながら、長秀が言う。向かい合ったバレスはそれを無言で聞いていた。表情は冴えない。
　昨日の戦で、織田軍全体で負傷兵が八百名強。命を落としたものが二百名弱。大半は謙信隊の攻撃を真正面から受けた勝家隊の者だったが、殿を努めた黒の軍からも死者が七十三名出ていた。リーザス軍の精鋭のみで構成された黒の軍は、本国でも容易に補充がきかない。ましてや異国ではなおのことだ。だが、バレスの心を暗くしているのはそのせいではなく、「全員を生きて家族の元へ返す」という、いつも戦場に赴く際の誓いを守れなかったことだった。
　しかも、ランスからかけられた信頼を裏切り、織田軍の主力に甚大な被害が出てしまった。昨夜の内にランスへ詫びに出向くことを決め、今は出発の時を待ちながら、今後の身の振り方を思案しているところだった。もしかしたら、リーザスへ帰れと言われるかも知れない。約を果たせなかったのだから、それも致し方ないことだろう。
「では、発つといたします」
　バレスが立ち上がる。
「あ、バレス殿、これを……ランス殿に渡していただけますか？」
　長秀が懐から文を取り出す。瞬時に、バレスはその内容を悟った。
「お心遣い、感謝いたします。ですが、申し訳ない。言い訳めいたことは自分が許せんのです。お気持ちだけ、頂いておきます」
　恐らくそれは、勝家と長秀の連名による、バレス続投の嘆願であろう。先の戦におけるバレスの指揮、黒の軍が殿を申し出てその務めを果たしたこと、内容はそんなところだろう。たった一度、しかも負け戦を共にしただけであるのに、そこまでしてもらえることに心の底から感謝したが、それを持って行くことはやはり出来なかった。
「不器用ですな」
　長秀が微かに笑みを浮かべる。
「世渡りの器用な将は真の武人にあらず……尊敬している、師の教えです」
　バレスは、そう言って部屋を後にした。
　
　
　
　尾張はまだ暖かかった。その気候の違いに驚きながら、バレスは那古屋城に向かった。
「おお、バレス殿……お怪我はありませんか？」
「自分は、この通り大丈夫です。しかし……多くの兵を失いました」
「いやいや、主力をごっそり引き揚げた上で勝てなどと言うのが……」
　敗戦の報は既に届いているらしく、３Ｇが心配そうな顔を見せる。
「主君に勝てと言われたならば、たとえ一人であろうと勝ってみせるのが我々の役目です。それが出来ず、大変申し訳ない。ランス殿にも、何とお詫びしていいか……」
「そのランス殿ですが……」
「まだ屋敷から出てくる気配もなく……」
　３Ｇが済まなそうな顔をする。
「いえ、こちらから出向きますので、ご心配なく」
　城を早々に辞去し、城下にあるランスの屋敷に向かう。
　
　取り次ぎに出てきた巫女装束の者は、どこかしら疲れた顔をしていた。用件を伝え、門のところで返事を待つ。
　
「ランス様、バレス将軍がお見えです」
　衣服を何もまとっていないシィルが、これまた素っ裸のランスに報告する。
「めんどくさい。追っ払え」
「そ、そんなぁ……ランス様、バレス将軍、自決でもしそうな表情だったと……きっと大事なお話があるんですよ」
　外からの情報を一切絶っているランス屋敷では、先の敗戦の情報はまだ入っていない。
「じゃあ自決させろ。爺はいらん」
「ひどいですよ、ランス様」
「ああもうっ！　おまえに任せた、てきとーにやれ。予算は３Ｇに言え。以上。そう伝えろ」
　鬱陶しそうに早口でそう言うと、寝室へと消えていく。残されたシィルは仕方なく、取り次いできた巫女にそのままを伝えた。最後に、「頑張ってください」と勝手に一言付け加えはしたが。
　
「な、何と！　お許しいただけるとは！」
　当然敗戦はランスの耳に届いているものと思っていたバレスは、その上で「任せた、頑張れ」という言葉をもらったことに心を振るわせていた。
（何と心の広い……一回の敗戦ごときで気落ちすることなく、次で結果を見せてみろと……）
「分かり申した。このバレス、次こそは必ずや吉報をお届けいたします！　そうお伝え下され」
　そう言って、城に引き返していく。まずは兵力の再編が急務だった。雪が溶けるまでに満足に戦える体制を整えなくてはならない。立ち止まってはいられなかった。
　
　
　　　　　　　　　　＊
　
　
　窓から差してくる日光が弱まり、部屋が翳かげる。書物を読んでいた風丸は立ち上がって、燭台のろうそくに火を灯した。
「風丸様、取り急ぎ大広間へお越し下され。毛利より書状が届けられてございます」
（ついに来たか……）
　毛利の圧力により織田家に宣戦布告して数ヶ月経つが、双方とも何の軍事行動も起こしていない。合戦が見たい元就にしてみればそれが不満なのだろう。きっと、用件はそのことに違いない。
「分かった。すぐ向かう」
　書物をしまう。気を引き締めるように、小さく一つ、息をついた。
　
「内容を要約しますと……」
　風丸の予想したものとそれは大差なかった。早急に織田領へ攻め込むこと。さもなくば、こちらから攻め込む。そういった内容だった。
　居並ぶ家臣達も、来るべき時が来たかという表情をしている。
「…………仕方ないか」
　風丸が呟く。
「合戦準備！　動員できる兵力のほとんどをもって織田に攻め込む」
「ははっ」
　家臣達が散り、それぞれの準備を始める。姫路城が、束の間の活気に満ちた。
　
　
　明石軍、姫路城を出発の報が織田家にもたらされたのは、それから一週間ほど経った頃だった。既に雪が積もりつつある北陸を離れ、滝川一益は常に明石家を見張っていた。
「兵数はおよそ千五百。拙者が見たときの速さで進むとすると、なにわに入るのはおよそ五日後になるかと」
（少し困るな……）
　上杉軍との合戦で弱まった兵力を補うため、今織田家では新兵の採用と訓練に全力を挙げている。武将をはじめ、多くの古参兵も教官として駆り出されている。動員できる兵は多くない。
（迎え撃つのに適当な場所は……）
　自分が尾張に来る際に通った道を思い出す。
（時間が足りないか……せめて一週間あれば……）
「一益殿、敵部隊の足止めは可能ですか？　出来れば二日」
「お安い御用です」
　言うが否や、風のように去っていく。
（ずいぶんと事も無げに言う……さすがランス殿、優秀な人材が集まる）
「さて、こちらも準備に取りかかるか」
　呟いて、バレスが立ち上がる。幾人かの協力が必要だった。
　
　
　
「間に合いましたな」
　明石軍がそこまで迫ってきているとの報告が入った夜、下準備が完了する。
「ハチスカ棟梁殿、ありがとうございます。さすがですな、思った以上のものが出来ました」
　月明かりの下、明日は戦場になるであろう場所に立ち、陣地構築などでは織田家随一と言われるハチスカ隊の仕事を見る。
「なに、これしきならば大した仕事ではありません」
　急いで作ったとは思われないほどしっかりとした柵を、棟梁は右手で軽く叩く。
「それでは」
　と言い、仕事を終えたハチスカ隊が尾張に帰って行く。
　あとは、夜が明けて明石が攻めてくるのを待つのみだった。
　
　
　姫路となにわの境に本陣を敷いた明石家は、夜明けと共に食事を取った。それが済み、各々が武具の点検などを始めた頃、斥候より第一報が入った。
「織田家の布陣を確認。部隊は三。中央後方に例の橋向こうの軍勢、数およそ二百。その両翼斜め前方、距離を置くように三百名ほどの足軽隊が二。以上です」
「少ないな。こちらの半分程か」
　平三がいぶかしむ。
「その中央の部隊の前方には強固な柵が敷いてあります」
「ふむ……何かありそうじゃの」
　百万があごに手を当て、軽く考え込む。
「行けば分かることだ。全軍出陣！」
　風丸の号令に、空気が張り詰める。兵が立ち上がり、それぞれの部隊ごとにまとまる。
「確かに。ここで待っていても仕方がない」
「行くとしましょうぞ」
　二人の老臣も自隊に対し出陣命令を出す。
　中央に明石風丸隊五百、その左手、少し前に出るようにして阿部平三隊四百。右手側、同様にして朝比奈百万隊四百。風丸隊の後方には陰陽師隊と僧兵隊が百名ずつついている。総数、千五百。現状、明石家が動員できる最大の兵力だった。
　
「明石軍来ました。数は前回報告と変わらず。布陣は以下の通りです」
　一益の報告が入る。
「よし、手筈通りに行くぞ。戦闘準備！」
　バレスの声に、黒の軍二百名が武器を構える。
「しかし、大丈夫ですか？　訓練の済んでいない兵を駆り出して」
　副将が左右に陣取る部隊を見てバレスに耳打ちする。現在、黒の軍前方にある柵を挟むように布陣する三百の足軽隊、このうち二百名は訓練途中の新兵だった。残りの百名は丹羽長秀の弓隊から動員している。
「大丈夫だ。弓兵が矢を射る以外、戦闘行動には参加させん。ただそこにいるだけで効果があるのだ」
　バレスが落ち着いて言う。
「さあ、来るぞ！」
（明石風丸、聞いたとおりの性格であれば間違いなく成功する）
　法螺貝が一斉に鳴り響いた。
　
　陣太鼓の音で、明石軍全体が歩を止める。自分の部隊からいったん離れ、風丸の下に平三と百万が集まる。
「成る程な……」
　報告通りの織田軍の布陣。
「さて、どう攻めるか……」
　本来、準備万端整えて待っているところに攻め入るのは避けるべきだ。だが、後ろに毛利がいるためにこの戦を回避することは出来ない。しかも、小競り合いをして退いた程度では確実に元就の怒りを買う。本気でぶつからねばならなかった。
「柵をどかすか」
「そうしましょう」
「うん」
　老臣の案を受け、風丸が後方の陰陽師隊に伝令を出す。間を置かず、式神の召還が始まった。
「それでは、我らは戻ります」
「風丸様、御武運を」
「そなた達も。命を粗末にしないように」
　言葉を交わし、平三と百万が戻っていく。二人が部隊に戻ろうかというその時、台風のような勢いで風が吹いた。
　
「式神、来ます！」
「身を屈めろ！　破片が飛んでくるぞ！」
　次の瞬間、低いうなり声の次に聞こえてきたのは、木が風とぶつかり合い、弾け飛ぶ音だった。粉々になった木片が兜や鎧を連打し、バレスの周辺で無数の金属音が上がる。
　自身も無数の破片を鎧で受けながら、バレスはタイミングを計る。
（…………今だっ！）
　柵が完全に吹き飛んだのを見て、後方に合図を送る。即座に陣太鼓が打ち鳴らされる。
　
「織田軍両翼の足軽隊、動きます！」
　風丸はその報告を受けるまでもなく、戦場が動くのを見ていた。自身にとって初めての合戦だが、当主になって以来、書物によって多少なりとも知識を得ていた。
（柵があった場合、きっとあの部隊はその場でこちらの攻撃を受ける予定だったのだろう。でも今、柵はない。横に広がるように動き出したということは、側面から攻撃しようとしているのか？）
　頭を巡らす。
（織田の軍勢は練度の高い優秀な兵が多いと聞く。数に勝るとはいえ、老人と子供が大半の明石の軍勢では分が悪いか。このままではあの二部隊は平三と百万にぶつかる）
　思った通り、老臣の率いる部隊は展開を始めた織田軍へと向かい始めている。
（長引いたら包囲される。その前に！）
「突撃！　目指すは織田軍中央、橋向こうの軍勢だ！」
　号令と共に、風丸隊五百名は一斉に駆け出した。
　
「若い！」
　バレスが再び合図を送り、陣太鼓との音が響く。両翼に展開を始めていた足軽隊が止まる。
　そして、黒の軍の手前、柵があった場所との間から、軽装の兵が躍り出た。手には、陽光を受けて黒光りする黒金の筒。鉄砲隊であった。
　
「な、何！」
　向かっていた先の部隊が止まり、何事かと身構えた二部隊の将が見たのは、射撃体勢に入ろうかという鉄砲隊。以前種子島家が売り込みに来た際に見た威力が思い起こされる。狙いは勿論、そんな者がいるとは知らずに突撃をかけた風丸隊だった。
「全軍反転！　風丸様と織田軍の間に割り込め！」
　息を合わせるように、老臣の軍勢が中央に向かって駆け出す。
　
「火蓋切れ！　射撃準備！」
　数日かけて掘り、柵によって遠目から見えないようにした塹壕。そこに身を潜めていた鉄砲隊、第一陣二百五十名が準備に入る。射手が全員ランスの屋敷にいるため倉庫に置いてあったものを、丹波の鉄砲工房出身の小間使いから打ち方を教えてもらい、黒の軍から急いで編成した鉄砲隊である。そのため手付きがまだ慣れていないが、風丸隊が到達するまでには十分間に合う。
「準備出来次第撃てっ！　射撃後は後方へ！」
　
　突如前方に出現した鉄砲隊に、風丸はただ驚くことしかできなかった。急いで退却命令を出せば射程外に逃れることが出来たかも知れないが、恐れていた長期戦に入るのを一瞬ためらった結果、部隊は完全に鉄砲の射程に入り、後は玉が撃ち出される前に太刀を浴びせることだけに賭けるしかなくなっていた。
「風丸様ーーっ！」
　不意に聞こえてきた声と共に、遮られる視界。そして……
　
　ズドンッ、ドンッ、ドドンドンッ
　
　火薬の弾ける音に鼓膜が震え、暫時の静寂しじまが訪れる。立ち込める硝煙の匂いと、一瞬煙る風景。その中を、聞こえない叫び声と共に倒れる、明石家の兵。
　目の前の光景が一体何であるか、風丸は理解できなかった。
　
「第二陣、準備！」
　塹壕に残っていたもう半数が同じように躍り出る。
「てぇっ！」
　
　ズドンッ、ドンッ、ドドンドンッ
　
　同じことが、繰り返される。
　風丸の耳が音を取り戻したとき、平三隊と百万隊はその大半を失っていた。
　
　
「陣太鼓鳴らせ！」
　大きく二回、力強い音が大地を振るわす。
　射撃後、後方に一旦退いていた兵が鉄砲を置いて剣を抜く。元々布陣していた二百名と合わせ、黒の軍七百が一転して攻勢に出る。
「よし、射方はじめ！　狙い定めろ！」
　左右の足軽隊から、それに合わせて矢が飛び始める。
　
「平三……百万……」
　心が抜けたように、風丸はその場に立ち尽くす。
（父上、兄上に続いてあの二人まで……）
「風丸様っ！　退却ですぞ！」
　聞こえるはずのない声が聞こえる。
「風丸様！」
　平三が両肩を揺する。
「……えっ？　平三！　百万！　生きて！……」
「織田がそこまで来ています。力の限り逃げますぞ！」
　百万が冷静に部隊をまとめ、退却に入る。
「取り敢えず本陣まで戻ります。全軍退却！　陰陽師隊、防御結界の用意を！」
　二人の老臣が指揮を執り、軍勢を反転させる。殿には戦慣れした老兵が当たり、昔取った杵柄とばかりに巧みな槍捌きで追っ手の攻撃を受ける。
　
　最終的に防御結界が張られ、明石軍は半分近い兵を失いながら、撤退を完了した。
　
「ふ～ん、織田の例の援軍、やるじゃないか」
　辺り一帯を見渡せる木の上に、三つのメイド服姿の人影があった。
「ふむ。この展開ならば元就も満足だろう。ちぬ、語りは任せたぞ」
　終始無言で戦局を見つめていたてるが、そう言って枝から下りる。
「は～い」
　続くのはちぬ。
「生で見たかったと言うだろうけどな」
　最後にきくが軽い身のこなしで地面に降りた。
「仕方ないだろう。あの身体は目立ちすぎる」
「はは……確かにな」
　毛利三姉妹は軽口を叩きながら、その場を後にした。
　
　
　　　　　　　　　　＊
　
　
　敵の兵力がそれほどでもなかったとはいえ、明石の軍勢を損害なく、しかも少数の兵で退けたことは、バレス、そして黒の軍の織田家内の評価を上げるのに十分すぎるほどだった。一部の兵や侍大将の間にあったバレスの指揮能力を問う声も今はまったく聞かれない。春、上杉軍に対し攻勢をかける上での、バレスへの信頼、兵の士気、後方の憂い、全ての面において心配がなくなった。あとの問題は、用兵だけだった。
「車懸かりの陣……ですか」
「左様。バレス殿がいらっしゃる前に我らが敗退したときの、上杉軍の陣形です。その時に初めて見たものでして、陣の名前も敵が指揮をしている際の声を聞いて知ったのです」
　尾張、那古屋城。その一室ではバレスが柴田勝家と向かい合い、すぐそこまで迫った上杉への攻勢について意見を交わしていた。
「どのようなものかと言いますと……」
　勝家が立ち上がり、将棋盤と駒を持ってくる。
「最初はただの方円陣に見えたのです」
　駒を六つ取り、盤上に円を描くように並べる。
「このまま前進し、我らの部隊とぶつかり、交戦状態になります」
　円の一番先頭と触れるように、駒を置く。
「そこから、この陣独特の動きをします。まず、一番に攻めてきたこの部隊が反転し、斜め後方に下がります。すると、その反対側から部隊が進んできます。これを繰り返し、車輪が回るように部隊を動かしていくのが、車懸かりの陣です」
「ふむ」
「あと、これが一番厄介なことなのですが、円の後方、この位置ですな」
　駒が向かい合っている所の丁度反対側を指さす。
「ここに巫女隊が配置されておりまして、戦闘状態にない部隊は休憩と共に負傷兵の回復を受けて戦列に戻るのです。元々手強い軍勢な上に、疲れと怪我を回復しつつ戦われ、こちらは徐々に兵を失っていきました」
「成る程。厄介ですな」
　バレスが腕を組む。
「二つほどお聞かせ願いたい。まず一つ。この陣形で長く戦うには相当の訓練と全体の指揮に専念できる者が必要では？」
「確かに、先の戦は金沢城を奪った後のことだったのですが、城を落としてからずいぶん間が開いておりましたな。今思えば、訓練に時間をかけていたのやも知れませぬ。そして、指揮はこの方円の中央」
　勝家が円の中心に駒を置く。パチンと、乾いた子気味いい音がする。
「ここに軍師直江愛を置き、指揮を執らせていました」
「やはりか……もう一つ、この陣では、ここ……一度交戦して後方に戻る箇所、ここが弱点だと思われますが」
　勝家が無言で頷く。円形に動かす際、後方に戻るために一度背中を見せなければならない。そこを突こうとするのは定石だ。
「上杉もその点は考えていたようで、そこを守るために足軽隊を置いておりました。ですが、そこを攻めるのがこの陣を破る一番いい方法でしょう。事実、先の戦ではその防衛隊に穴を開けた乱丸隊がそこへ突撃をかけたために、上杉が退いていったのです」
「やはり……今回も車懸かりの陣で来ますかな」
「訓練の時間も、兵の補充も十分でしょう。恐らくは」
「……では、その弱点をいかに突くか、そこを今後考えることにして……」
　バレスが話題を変える。
「上杉家の情報収集能力は、どれほどでしょう？」
　作戦を立案する際、それは重要なことだった。敵の偵察力が低ければ、折角の囮に引っかからない場合もあり、また、逆であればこちらの策を見破られないような注意が必要となってくる。
「バレス殿が来てすぐ攻めてきた先の戦ですが、恐らくこちらが主力を引き揚げたのに気付いていたものと思われます。そして、援軍を招いたことまでも。兵力も必要最小限でしたし」
「成る程。決して低くはないと、そう見るべきですな」
　勝家も頷く。
「分かりました。では、もう二、三……」
　こちらから攻めるということは、奇襲でなければ、敵は迎え撃つ準備をしていると考えるべきだ。容易な戦ではない。それを打ち破るために、二人は夜が更けるまで話し合いを続けた。
　
「それでは、頼みますぞ」
　バレスが一通の書状を使者に手渡す。
「はっ、お任せを」
　うまに乗った使者はすぐに目的地へ向かって去っていった。
「上手くいくといいですな」
　勝家が後ろから声をかける。
「ええ……さあ、儂らも発つとしましょう」
　策が成功することを祈りながら、バレス達はまだ雪の残る北陸へと戻っていった。
　時は如月のつごもり。春はもうそこまで来ていた。
　
　
　
　卯月。長く北の大地にとどまっていた冬将軍が去り、暖かな陽射しに雪が溶け、その下に水気を多く含んだ黒い土が見え始めていた。
「出陣じゃあ！　門開けいっ！」
　いの一番に飛び出したのは、柴田勝家隊千名。そのすぐ後ろに前田利家隊七百。部隊を率いない明智光秀が伝令兵十数名と共に続く。続いて、バレスと黒の軍、約九百。最後に丹羽長秀の弓隊五百。全部隊の出陣を見送り、城門が閉じられる。
　今回、いつも斥候に出ている滝川一益が部隊を率いての別任務のため、敵の情報がほとんど入ってこない。本当に車懸かりの陣で来るのか、兵数はどれほどなのか、確証が持てない中での進軍である。どうしても不安になるが、兵の士気に関わるため、ここでそれを顔に出すわけにはいかない。
（この戦での勝ち負けが、恐らくは対上杉全体の戦局に関わってくるだろう。負けるわけには……いかん）
　空を仰ぐ。太陽は南から少し西に進んでいる。剣を交えるのは明日、陽が昇ってからになるだろう。
　
　
「織田軍の出陣を確認いたしました」
　金沢城を張っていた忍者から報告が入る。
「分かりました。引き続き金沢城の偵察をお願いします」
　短い返事の後、人の気配が消える。
「愛……」
　入れ替わるように、謙信が入ってくる。
「織田軍が来たわ。予定通り、前もって築いた陣地で迎え撃つ」
「うん……それと、織田が武田に使者を送ったというのは本当か？」
　しばらく前にもたらされた報告を思い返す。どういった内容の交渉を行ったかは分からないが、織田の使者が武田信玄の下に向かったのは間違いない。
「ええ、本当。でも、どういったことを話したかまでは知らないわ」
「そうか……」
「謙信、大丈夫よ。何があっても私が対応してみせるから。……さ、寝ましょ。明日は早いわ」
　謙信を追い返す。
（そう、何があっても対応してみせる。……それが私の役目だから）
　
　
　日が傾いてきたところで、陣を張る。ランスが来て以来戦の連続だったせいか、陣の設営は手慣れたものだった。
「予定通りですな」
　握り飯を食べながら辺りを眺めていたバレスの横に、勝家が座る。
「ええ。これで問題なく行けそうです」
　進行方向の右手側に広がる、邪馬台、そして信濃との国境にあたる山々の影を見ながら答える。明日、敵と交戦するのはここより少し東へ進んだ、丁度信濃とＭＡＺＯの境近くになるだろう。
　事前に出来る準備は全て順調に進んでいる。問題は明日、自分を含めた軍勢がいかに動くか、そこにかかっている。
「頑張りましょうぞ」
「勿論です」
　勝家の言葉に力強く応え、バレスは最後の一口をを放り込んだ。
　
　
　肌を刺す寒さで目が覚める。春が訪れたといっても、まだ朝はかなり冷え込む。
「バレス様」
　呼ばれて振り向くと、一益隊の忍者だった。
「滝川一益隊三百、先日より配置についております。今現在、特に報告するべき異常はありません。それと、これは上杉軍が事前に築いている陣地の様子です。ご参考になれば」
　手渡された紙には、簡潔で分かりやすく陣地の図が書かれていた。
「わざわざ申し訳ない。一益殿にもそう伝えてくれ。御苦労だった」
「はっ、それでは、配置に戻ります」
　朝靄の中に消えていく。
「さて……そろそろか」
　周囲を見ると、兵の大半が起き出していた。
　戦が、始まる。
　
　
　勝家、利家両足軽隊を先頭、光秀を挟んで、その後方にバレス隊、長秀隊が続く。
　川中島において武田方は鶴翼の陣をしいて応戦したという情報があり、バレスと勝家もそれを考えたが、武田は両翼に騎馬隊を配置し、相手の陣形を乱しながらの包囲が可能だった点、また、現在の織田家では部隊数が足りない点を考慮し、それを見送った。よって、今回特別な陣形はしかず、車懸かりの陣を真正面から受け止める形になる。
（心してかからねば……）
　武将、そして兵卒の全員が同じ心持ちで進んでいく。やがて見えてくる、上杉軍の陣地。緊張が一瞬の内に高まった。
　
「織田軍、確認！」
　信濃との国境の山から太陽が顔を出す頃、同じように上杉軍でも戦前の緊張が最高潮に達する。
「いよいよね」
　昨夜の内に、事前に構築した陣地を活かすように布陣している。愛隊を中心に、車懸かりの陣のため、方円に部隊を配置。先頭に謙信、右回りに、小島足軽隊、新発田武士隊、本庄足軽隊、色部武士隊、柿崎忍者隊、各五百。左右には側面を防御するための柵を立ててある。更に、右回りに部隊を動かすため、方円の右手側前方には、後方へ戻る部隊を守る勝子隊を配置。前回、織田軍の猛攻で穴を開けられた経験から、倍以上の千五百名を充てている。そして、後方には回復部隊として斉藤巫女隊五百。上杉軍主力のほとんどを動員している。まさに必勝態勢だった。
　
「準備万端、といった風情ですな」
　勝家は部隊の先頭に立って上杉軍の布陣を眺めていた。同じく先頭に立つ利家が頷く。伝令兵はその様子を後方のバレスへと報告しに走っていった。
「よし、予想通りです」
　光秀と共に手筈を確認していたバレスは、伝令の報告を受け、作戦の変更を必要としないことに僅かだが安堵していた。
「では、当初の予定通り、ですね」
　うまに跨った光秀が最後に確認し、前線の足軽隊へと駆けていく。今回、勝家隊と利家隊を一纏めにし、光秀が両部隊の指揮を、細かい部隊単位での指揮を勝家、利家両名が担当する手筈になっていた。それで車懸かりの陣を受け止めようという戦法である。
（このまま対峙していても時間の無駄……こちらから行かせてもらう！）
「法螺貝！」
　バレスの号令で、法螺貝が鳴り響く。織田軍全隊が、一斉に動き始めた。
　
「謙信の部隊には無理に攻撃を仕掛けず、防戦に徹してください！」
　兵科や各隊の強さが異なる車懸かりの陣に対しての戦法として、謙信などの強力な部隊に対しては防戦、与くみしやすい本庄や色部に対しては攻勢と、敵の部隊に合わせて攻防を変える策を採った。光秀はその指揮に当たる。
「せいっ！　はぁっ！」
　白銀の軍神、謙信が深く切り込んでくる。
「耐えろ！　真に強きは謙信のみ。無理に相手をせず守りきればやがて退く！」
　勝家自身も槍を振るいながら、部隊の指揮を執る。
　
「陣太鼓！」
　愛の合図で、低い太鼓の音が二度鳴らされる。謙信隊が後方に下がり、柿崎隊が入れ替わる。
　
「かかれ！」
　利家の声に、槍隊が反応し、体制が整いきらない柿崎隊に切り込む。しかし、身のこなしの軽い忍者隊、さほど損害を出さずに攻勢に移る。
「利家隊、深追いはせずに！　忍者に対しては確実な攻撃を！」
　光秀の指揮が突出しかけた陣形を立て直す。
「矢を射かけよ！　目標方円の中心、直江愛！　満足に指揮を執らすな」
　長秀隊の矢が弧を描いて向かっていく。風の影響を考慮した上で正確に狙いを定めている。
　
「盾で防げ！　何としても愛様に矢を届かせるな！」
　愛の配下兵は大型の盾を持ち、防御に徹する。側に仕えるものは既に抜刀し、降りかかる矢を払い落とす姿勢を取っている。
「愛様は軍の指揮に専念してください！　この戦、愛様の指揮なくば苦戦必至です」
「感謝する……太鼓叩け！」
　次々に飛んでくる矢に一切の注意を払わず、愛は軍師としての責務に集中していった。
　
　
　その攻防を横目に見ながら、黒の軍は勝家利家隊の左手前方にて、勝子隊と対峙していた。
（動かぬか……やはり本隊の守護のみが目的）
　バレスらが目前に迫っても、臨戦態勢に入るだけでこちらに攻めてくる気配はなかった。
「こちらから行きますか？」
　横から副将が尋ねる。
「二小隊ずつ、順繰りに攻撃をかける。少しずつ兵を削いでいこう。くれぐれも慎重に。少し斬り結んだら退避を徹底させろ」
「はっ」
　言葉通り、百名ずつ切り込んでいっては、一太刀を浴びせて下がる。
（暫くはこれで行くしかないな）
　まだ戦は始まったばかり。形勢を変える一手を打つにはまだ早い。バレスの片眼は、その機をじっと狙っていた。
　
　
　数百名の男が、その時を待っていた。昨夜の内に配置につき、今は合図が出るのをただ待つのみだった。調理の際の煙を出さないよう、食事は事前に米を炊いて乾燥させてものや、乾物のみでまかなっていた。戦闘の華やかな武功もなく、合図の後しかるべき行動を取って撤退、という地味な任務。本来であれば士気が上がろうはずはなかったが、出発前にバレスからかけられた言葉を思い出す。
（そなた達の行動で、織田の勝ち負けが決まります。戦が終わった後は、必ずやその戦功、ランス殿に報告いたします）
　槍や刀を振るうのと同じくらい、今回に限ってはそれ以上に重大な仕事だと、バレスは言った。その言葉を胸に、合図が出るのをじっと見つめる。申し合わせでは、それはほんの些細な行動だ。見逃してはならない。
（戦局を見るに……もう、すぐだ）
　ハチスカ棟梁は、その目を更にこらした。
　
　十数分間、全力で突撃をかけ、後方に下がって回復を受けた後にまた戦列に戻る。統制の取れた上杉軍の攻撃に、勝家、利家両隊は光秀の指揮の下奮戦するものの、次第に押され始めていた。
　また一人、致命傷を負った兵が勝家の前で倒れる。辺りには濃い血の臭いが立ち込め始めている。
「うおおっ！」
　勝家が槍を一閃し、敵兵をなぎ倒す。
（……まだかっ？）
　兵はもう限界に近づいていた。
　
　バレスが、剣を抜いた。同時に伝令が早うまを飛ばし、丹羽長秀の下に駆けていく。
　長秀は駆けてくるうまをその視界に捉えると、部隊を右に動かした。
　
「合図だ！　旗挙げろっ！」
　信濃国境の山、その山頂で棟梁の声が響く。瞬時に返事が聞こえ、通常、本陣に立てるための背の高い旗が一斉に引き起こされ、風に、その深紅の色をはためかせた。
「よし、全員下山！」
　旗をしっかりと固定し、信濃の方向へ山を下りていく。先日、武田に送った使者は、この一連の策を黙認するように頼みに行った者だった。
　棟梁はその百を超える軍旗を見上げ、満足そうに笑みを浮かべた。
　
「愛様！　信濃国境に赤い旗が！　まさか武田では！」
　戦況のみを見ていた視線が、左手の山に向けられる。
（……！　まさか武田が織田と？）
　先日、織田から武田に使者が行ったことを思い返す。もしや同盟、もしくは対上杉のためだけの共同戦線か。だが、武田が他家と容易に手を結ぶとは思えない。しかも、今山頂にはためいているのは無地の赤い旗。武田軍である確証はない。
（でも、もし……武田だったら……）
　愛が対策を素早く思考する。最善の方法は……部隊の損害をなくすには……
「柿崎隊へ連絡！　全兵を持って山頂へ！　山頂の旗が一体何か分かったら交戦せずに戻ってくるように！」
　もっとも足の速い忍者隊に威力偵察を命じる。すぐさま部隊を反転し、山へと柿崎隊が駆けていく。六部隊で回していた車懸かりの陣はその穴をふさぐように回転を速める。
（景子……頼むから早く戻ってきて）
　武田か、それとも織田の別働隊か、もしくはただの囮か、いずれであるにしても兵の負担が増している今の状況が続くのは避けたかった。
　
（ふむ……動揺はほんの一瞬か。さすがだな）
　バレスが顎髭に手をやる。
「やるしかないな」
　目を閉じて呟く。数秒の後、開いた目は一段と鋭さを増していた。
「皆の者！　全力突撃！　上杉軍を粉砕する！」
　後に続くのは、大地を振るわすような雄叫び。黒の軍の各兵が我先にと勝子隊へ向かっていく。
「リーザス最強と謂われし力、存分に見せつけろ！」
　バレス自身も兵に続いて駆け出す。リーザス軍の歴史の中でも数えるほどしか出て来ない、黒の軍、鬼神の突撃だった。
　
　まだ山には雪が多く残り、動きの速い忍者隊といえども登山は困難を極めた。
「部隊としてまとまる必要はない！　山頂の旗の正体を見極めた者は信号弾を上げろ！」
　雪道を避け、木の枝から枝へと飛び渡りながら指示を出す。
「はっ」
　景子は次の枝を見極め、飛び移る。その枝が、消える。
「えっ？」
　雪の上に落ちた景子が顔を上げる。そこにあったはずの枝は幹から切り落とされていた。次の瞬間目に映ったのは、避けようのない手裏剣と、その先にある自分の死だった。
　
　昨夜の内に山に入り、地形を完全に掌握した一益らは自分の庭のごとく山内を飛び回り、山頂を目指す柿崎忍者隊を次々と襲撃していった。火薬を玉にした得意の焙烙玉や手裏剣を駆使し、確実に葬っていく。
「最優先は山頂に向かう者と山から下りて報告に向かう者だ。そこを確実にしとめれば上杉に知らせは届かん」
　偵察を急ごうと焦った柿崎隊は、そのほとんどを山中で失うことになる。愛の下に、報告は最後まで届かなかった。
　
　次々に血飛沫が舞う。
「体制を整えて！　兵を固めればそう簡単に突破はできな……」
　勝子の指揮は突然の猛攻に混乱した兵には届かず、次々に陣が崩されていく。敗走する者こそ出ないが、皆、戦意をほとんど失っていた。
「防衛隊を追うな！　目標は上杉主力と軍師直江愛！」
　横から斬りかかってきた兵の刀を剣で受け、老将とは思えない力で押し返すと、バレスの後ろを走ってきた兵は的確に具足の隙間を狙って斬りつける。
　リーザス軍において突撃はもっぱら赤軍の務めだったが、本来、黒の軍は赤、青、白、全ての軍の資質を備え、いずれかの軍が欠けてもその代わりを務められることが求められている。その時の状況に応じて最適な力を発揮する。それが真の黒軍の姿だった。
　
「勝子隊突破されます！　異人隊が！」
　報告を受けるまでもなく、愛はその様子を目で追っていた。
（何てこと……）
　ただでさえ一隊が欠けている車懸かりの陣。そこに橋向こうの軍勢が突撃をかけてくる。（この前と同じ……しかも、今回は向こうの損害が少ない）
　バレス隊は決して無傷ではなかったが、前回、乱丸隊が同様に攻めてきた時と明らかに勢いが違う。勝子隊の兵を増やしたが、それだけで防ぎきれなかった。自分の立案の甘さにどうしようもない怒りを覚える。
「……退却か」
　唇を噛む。舌に血の味を感じる。
　撤退の陣太鼓を鳴らされ、全軍が反転を始めた。
　
　一瞬の隙だった。車懸かりの陣がほどけ、バレス隊がその直線上に直江愛の背中を捉えた。
「全軍突撃！」
　敵軍の撤退を見て足を止めに入っていた黒の軍をもう一度駆けさせる。軍師である直江愛を捕らえれば今後の戦闘は格段に容易くなる。
　
「愛！」
　白銀の鎧が、単身、敗走する部隊から躍り出る。
「させるかっ！」
　愛隊に襲いかかる寸前の軍勢に斬りかかる。
　
　風が舞う。一瞬の内に黒の軍の兵士が数名倒れる。
「止まれ！」
　バレスが急いで軍を止める。
　数百名の軍勢の前に、ただ一人で剣を構えて対峙する謙信。包み込めば、恐らく捕らえることも出来るかも知れない。だが、その命を出せない。場合によっては百を超える兵を失うかも知れない。今の謙信の姿にはそれほどの怖さがあった。
　謙信が刀を握り直し、中段に構える。風が止まり、辺りが凍り付いたように静まる。
　
「謙信！　退却よ！」
　うまに乗った愛が後ろから駆けてくる。空気がほどける。
「命拾いしたな」
　謙信が刀を収める。それだけ言うと、謙信は愛の後ろに跨り、戦場を後にした。
　
　　　　　　　　　　＊
　
　勢いに乗った織田軍は、上杉軍が佐渡へ敗走する中、富山、魚津と立て続けに攻め落とし、数日後にはＭＡＺＯの平定に成功した。
「バレス殿、尾張から文が届いております」
　魚津城で開かれていた酒宴の最中に、バレスはその文を受け取った。
「何か……ありましたか？」
　賑やかな場が余り好きではないのか、少し疲れた顔をした明智光秀が、庭に出て文を読んでいたバレスに話しかけた。
「リーザス本国より、正式な援軍が出発したとの報です」
　ランスが希望した、女性の部隊である。
「ここに着くまでもうしばらくかかりますが、到着と同時に儂は任から外れ、リーザスに帰ることになります」
　文を折り畳んで、懐にしまう。
「そうですか……もう共に戦場に立つこともないのですね」
　光秀が寂しそうな顔をする。
「いえ、もう一戦、ご一緒することになるでしょう」
「え？」
　ＭＡＺＯを落とし、今は兵力の補充に重点を置くべき時期だ。援軍が到着するまで、もう一戦、しかもこちらから攻め込む必要性はない。光秀はそう思っていた。
「儂がランス殿より受けた命は、交代するまでに目をつむっても勝てるほどに上杉を弱体化せよ、というものです。謙信隊が無事なままでは、目をつむったら勝てないでしょう。儂の最後の任は、上杉軍、特に謙信隊を無力化することです」
「……出来ますか？」
「やらなければ……ならんのです」
　
　
　織田軍が再び出陣体制を整えたのは、それから二日後のことだった。
　先の戦の前に要請していた補充兵を加え、上杉家の本国、佐渡へ攻め込んでいく。黒の軍は八百名強にまで数を減らしていたが、士気は落ちていない。バレスにとって、ＪＡＰＡＮでの最後の合戦。短時間で立案されたその作戦は、黒の軍に勝敗を背負わすものだった。
　
　佐渡、春日山城。兵力の再編を進めていた愛も、織田軍出陣の報を聞き、この戦が上杉家の命運を握るだろうと、覚悟を決めた。
「私の隊に兵力を集める？」
「ええ。織田と何回もやり合ったけど、一番損害が少なく、また、一番戦果を上げてるのはやはりあなたの隊よ。軍師としての無能さをさらけ出すようだけど、謙信、あなたに頼るしかないの」
　主君でもあり、親友でもある謙信を危険にさらすことになる用兵に、申し訳なさが募る。
「愛、私なら大丈夫だ。この身が果てるまで戦おう」
　表情を引き締めた謙信が、鎧をまとう。
「駄目よ、命を粗末にしちゃ……あなたがいないと……」
　私は、と言いかけて言葉を換える。
「上杉は終わりなんだから」
「分かった。生き残り、共に勝利を喜ぶために、全力を持って織田を討つ」
　兜をかぶり、最後に太刀を差す。
「上杉謙信、出陣する！」
　
　要衝春日山城に籠もる案も勿論あったが、兵力に大きな差がなく、謙信隊に戦力を集めて戦うのには野戦が向いていることもあって、上杉軍は城を出て布陣した。
　謙信隊には動員可能な兵の大半を預け、千五百。帯同し、指揮と補助を受け持つ愛隊は二百。先の戦では春日山城の留守を守っていた虎子の陰陽師隊五百が後ろに着く。
「謙信、一番の狙いは」
「あの異人の黒備え隊だな。分かっている」
　あの援軍部隊さえ破れば、勝機は十分にあると愛は確信していた。
「虎子、防御式神を」
　愛が命じ、陰陽師隊が召還に入る。次々と式神が現れ、謙信隊の兵の周囲を浮遊し出す。これで、突撃をかける際の第一撃は敵の反撃を受けずに済む。そこでどれだけ兵力を削げるか、そこが鍵だった。
「手をこまねいていては後手に回る。謙信！」
「うむ。……全軍突撃！　毘沙門天の加護ぞある！」
　兵と共に、謙信も駆け出す。白銀の甲冑が、陽光を受けて輝いた。
　
　遠くに上がる砂煙を、バレスが視認する。
「行動開始」
　バレスの号令が伝わり、黒の軍を挟むように移動していた、勝家、利家両隊が左右に展開する。長秀、光秀の弓隊もその後ろに従う。
　砂煙が徐々に大きくなり、その中心を駆けてくる謙信隊の姿がはっきりと見える。
（やはり、防御式神が付いている）
　以前、明石家との戦闘で柵を破壊したものの同じ道理のものだと教わった。兵の周囲を浮遊し、攻撃を防ぐ盾になるもの。どんな衝撃にも耐えうるが、人が殴った程度でも消失する、一回切りの絶対的な盾。
「準備」
　黒の軍の後方で、本来は攻城戦用の投石機に巨大な焙烙玉が乗せられる。その様子を見ることなく、バレスは謙信隊をじっと見据えて距離を測る。
「点火」
　火縄に火が点けられる。
　砂煙の中央に、白銀の軍神が見えた。
「撃てえっ！」
　焙烙玉が撃ち出される。
　
　それを、謙信隊の後方で直江愛は見ていた。
（あれは……？）
　次の瞬間、火薬の弾ける音と共に謙信隊に降りかかったのは、無数の小さな石のつぶてだった。
（やられた……まさかあんな手を使うなんて！）
　防御式神は攻撃を察知して上空に昇っていく。一瞬にして、大半の式神が消失する。
「怯むな！　突撃！」
　謙信が部隊を鼓舞し、更に速度を上げる。小石の雨の中を、ひたすらに駆ける。
（ここで、何としてでも織田を討つ！）
「せあっ！」
　謙信が今、黒の軍に斬りかかった。
　
　陣風が吹き抜ける。
「はっ！　やっ！」
　精鋭で揃えられた黒軍が、次々と斬り伏されていく。
「臆するな！　予定通りにやれば必ずや勝てる！」
　バレスの指揮が飛ぶ。
「ここが正念場だ！　耐えて見せろ！」
　攻撃を受けながら、黒の軍は少しずつ後退を始めた。
　
　勝家、利家両足軽隊は部隊を横に広げ、謙信隊を包むように動き始めた。
（させないっ！）
　後方を行く愛隊がその一角を突こうと歩を早める。
　
「間に合うかっ？」
　黒軍の後方から、風のように走る一団。一益の忍者隊である。目標は直江愛。任はその足止めである。
　愛隊が抜刀し、利家隊に迫る。
「手裏剣っ！」
　狙うのは愛隊の兵ではなく、利家隊との隙間。部隊の先頭を往く十数名が一斉に放つ。
　
「くっ……」
　目の前を手裏剣が横切り、本能的に足が止まる。
　その一瞬に、一益隊が割り込んでくる。
「おのれっ！」
　身のこなしの軽い忍者を相手にしている内に、視界の先で包囲が完成していく。更に、異人部隊は徐々に後退しているため、謙信隊は完全に孤立しようとしていた。
「謙信っ！」
　叫びは、届かない。
　
　休みなく剣を振るい、足を動かし、深く斬り込んでいく。武田と戦っていた時も、織田との戦でも、常にそうしてきた。それが自分の役目であり、その結果として自分の部隊を、ひいては上杉軍全体を勝利に導いてきた。今日もまた、同じ。……はずだった。
「謙信様、囲まれました！」
「何っ？」
　剣を止め、周囲を見遣る。言葉通り、織田軍に包囲されていた。
「……愛はっ！　愛はどこだっ？」
　こうなる時は、いつも愛が的確な指示で救ってくれた。しかし、今そこに親友であり、家中一の軍師の姿はない。
「方円に陣を組み直せ！」
　何とか立て直さねばならない。上空から矢も降り注ぐ中、謙信は再び刀を振るい始めた。
　
　懐から式札を取り出し、大地に投げる。現れたのは、得意とする虎の式神。
「愛様をお助けしろ！」
　虎子の指示で式神が駆けていく。彼女の後方でも、数名の上位陰陽師が鬼や式神の召還に入る。
　
　飛びかかってきた虎を、間一髪かわす。
「くそっ、式神か！」
　虎の後に続いて、数体の鬼や、武士、鷲などの式神が一益隊に襲いかかる。
「愛様、ここはお任せを！」
　虎子を先頭に、陰陽師隊が駆けつける。
「恩に着る！」
　愛は、自分の部隊が付いてきているかも見ずに、遠く離れてしまった謙信の下へと走り出した。
　
　腕に、刀の重みを感じる。戦場では感じたことのない感覚だった。ただ一度、そう、若い頃強くなろうと山に籠もり、一日中剣を振っていた、その時と同じ重さ。意識を強く持たないと、腕が下がり、足がもつれそうになる。
（そうか……疲れているのか）
　そう感じながらも、足は大地を蹴り、腕は刀を振るい続ける。鎧にも、顔にも、相当の返り血を浴びている。斬りかかった時は無数に感じた仲間の気配も、ずいぶん減っていた。
「謙信、覚悟！」
　背後から斬りかかってくる者の気配。
「はっ！」
　回転する身体の勢いで剣を振るう。切り落とされた腕が宙に舞った。
「謙信！」
　聞こえるはずのない、愛の声が聞こえる。構わずに、鬼神のごとく舞う。
「退きなさいっ！　謙信！」
　腕を掴まれ、ようやく我に返る。
「愛……」
「謙信、この戦、完全に上杉の負けよ」
　振り返ると、悔しさに顔を歪ませた愛と、その後ろにはかろうじて開いた包囲陣の穴が見える。
「負け……か」
「あなたはよく戦った。さ、今虎子が式神で道を空けるわ。その隙に退くわよ」
　一瞬の後、無数の式神が飛んできて、織田軍と交戦を始める。
　
　半分以下にまで減った謙信隊が、反転し、後方に退却を始める。
「深追いはするな。矢を射かけるのみで構わん。それよりも負傷兵の手当を優先する」
　今回ばかりは損害も多い。まして、疲れの抜けきらない中での戦であったため、追撃しようにも皆、身体が付いていかなかった。
　
「ふぅ……」
　バレスが、肩の力を抜く。
「完勝じゃあっ！　勝ち鬨上げろーっ！」
「うおおおおっ！」
　勝家の声に、兵士の雄叫びが重なった。
　
　夕陽が差し込む中、その勝ち鬨を謙信と愛は春日山城の一室で聞いていた。
「完敗か……」
「ええ……」
　愛が言葉少なに応える。悔しさもあるが、それ以上に申し訳なさが強い。
　謙信が窓に背を向ける。
「織田は、強い」
　そう呟いて、愛の肩に優しく手を置いた。
　
　

　
　
　上杉家は、その戦の後、県政が謀反を起こして実権を握るが、それに怒ったランスが全軍を上げて制圧。バレスの代わりとなるレイラが到着する頃には、佐渡全域の平定を完了していた。
　
「それでは、これにて」
「お名残惜しゅうございますな」
　３Ｇに別れを告げ、部屋を後にする。
「あ……これはバレス殿」
　廊下に出たところで、今は織田家に仕えている謙信に声をかけられる。その後ろに従う愛も一礼する。
「もう、発たれますか？」
「ええ。リーザスは平和であるとはいえ、軍が二つ抜けた状態では不安もありますし」
　実際、ランスからも「早く帰れ」と言われていた。
「先の戦、お見事でした」
　謙信が、偽りのない言葉を口にする。愛もまた、「完敗でした」とそれに続いた。
「なに、長く軍人をやっておれば、ある程度の知恵が付くというもの。直江殿、そなたもゆくゆくは織田家を支える軍師になられるでしょう」
「勿体ないお言葉」
　愛が頭を垂れる。
「では、儂はこれで……」
　一礼し、すれ違う。
「バレス殿」
　謙信の呼び止める声に、バレスが振り向く。
「先の戦で、無理をすれば私の命を取れる時、あなたはそれをしなかった」
「あれは……」
　バレスの言葉を遮り、謙信が続ける。
「自軍の兵を第一に考え、それを守り、なおかつ与えられた任に全力で応えるその姿に、感服いたしました。リーザスに事あれば、この謙信、万難を排し参上し、力をお貸しいたします」
「織田軍全兵力で、ですぞ」
　３Ｇも廊下に顔を出す。
「左様。この勝家も、受けた恩はきっちりとお返しいたしますぞ！」
　謙信の背後に、勝家が見える。
　不意に目頭が熱くなり、それを隠すように頭を下げる。
「ありがとうございます。リーザス軍総大将、バレス・プロヴァンス、リーザスを代表し、感謝いたします」
　
　
　バレス一行は、織田家の全武将の感謝と笑顔を受け、尾張を後にした。
「骨箱は荷駄には乗せるな。ちゃんと手で持ち、その重みを感じながら歩くのだ」
　ＪＡＰＡＮで亡くなった兵達。その遺骨は生前仲のよかったものが抱え、本国へ共に帰る。バレスも、その手には骨箱を抱えている。黒の軍での年長兵であり、幾多の戦をくぐり抜けた歴戦の士だった。
（おまえの分も……）
　目を閉じ、誓う。もう何人に対してそうしてきたか分からない。
（加えて、儂は将だ。自分の部隊、自分が指揮した戦、そこで失った命は、自分が背負わねばならん）
　しかし、かけがえのない兵を失いはしたが、その代償として得たものは何にも代え難い絆だった。
（おまえ達の死は、無駄ではなかったぞ……）
　
　空を見上げる。抜けるような青空を、小鳥の群れが横切っていった。
　
平成十九年四月二十二日
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